
平成１３年５月２９日

東 京 都 水 道 局

朝霞浄水場・三園浄水場ＰＦＩ事業の優先交渉権者の
選出結果について

朝霞浄水場・三園浄水場常用発電設備等整備事業について、本日開催された第９回提案審
査委員会にて、震災対策、環境対策及びコスト縮減の視点から、各応募提案の審査を行った
結果、下記の応募者を優先交渉権者として選出したのでお知らせします。

今後、優先交渉権者と事業契約の内容について協議を行います。

記

１ 優先交渉権者
株式会社日立製作所（単独応募者）

２ 提案の概要

項 目 内 容

（ ）平常時電力供給 16,889 外気温度34℃kW
常用発電設備 蒸気供給能力 103,768 （飽和蒸気）MJ/h

（ ）非常時電力供給 17,801 外気温度34℃kW
朝霞浄水場 ※非常時は蒸気の供給を条件としない。

製造能力 4,800kg-cl /日（有効塩素換算）次亜塩素酸ナトリウム 2

有効塩素濃度 ５％製 造 設 備

設備概要
（ ）平常時電力供給 3,402 外気温度34℃kW

三園浄水場 常用発電設備 蒸気供給能力 18,997 （飽和蒸気）MJ/h
（ ）非常時電力供給 3,421 外気温度34℃kW

※非常時は蒸気の供給を条件としない。

発 生 土 有 効 利 用 量 朝霞浄水場及び三園浄水場の合計年間発生土量
（29,000w-t）のうち 29,000w-t
有効利用方法 園芸用・農業用培土、建設・造

園用埋戻し土

事業経費 539億４千万円

提案価格 ※ 都が直接実施する場合 607億3千万円（約11％の財政負担額の縮減）

（注） 提案価格は、水道局が２０年間の事業計画期間中、事業者、電力会社及び次亜塩素酸ナトリ

ウム製造会社に支払う経費並びに発生土埋立処分経費等の合計額である。

３ 事業契約締結 平成１３年度前半

※ 優先交渉権者との事業契約内容に関する協議が成立しない場合、次順位者である次の
応募者と協議を行うことがあります。
次順位者

東京電力株式会社（代表者 、三菱商事株式会社によるグループ応募者）

＜問い合わせ先＞
総務部調査課 工藤、小島
ダイヤルイン (5320)6333
都 庁 内 線 48 211水滴くん -



提案審査委員長コメント

・ 本事業は、常用発電設備整備など複数の事業を１つのＰＦＩ事業として実施する

もので、金町のＰＦＩモデル事業を発展させた形態であります。

・ 事業者の選定に当たっては、何より競争性、透明性及び公平性の確保が必要であ

り、本委員会は審査基準の検討及び提案の審査について長期にわたり検討を重ねて

きました。

・ 提案審査においては、本ＰＦＩ事業の目的である震災対策、環境対策及びコスト

縮減の視点から上位５社を選出し、その中から水道局の財政負担が最も縮減される

株式会社日立製作所の提案を、本提案審査委員会において優先交渉権者として選出

いたしました。

・ また、東京電力株式会社を代表とするグループの提案は、全提案中２番目に水道

局の財政負担が縮減される等の点から、この応募者を次順位者として選出いたしま

した。

※ なお、審査の概要につきまして、後日ホームページにて公表する予定です。


